
スーパーサイエンス
ハイスクール

経過措置1年次 研究開発 　実施報告書
先導的改革Ⅰ期ＳＳＨ 研究開発の成果

二高 STEAMフィールドと関連の深い実践開発の分類［経過措置１年次］
※理数科：Ｓ　美術科：Ａ　普通科：Ｇ　数字：学年 を示す



研究テーマ 1

ＳＴＥＡＭ-Ｄ
（ＳＴＥＡＭ with Ｄ）
本校独自のＳＴＥＡＭ教育

システムの名称

◇科学哲学・科学倫理・科学芸術・データサイエンス
→理数科・美術科・普通科における課題研究内で年 3回程度実施

◇科学情報・科学英語・科学家庭
→理数科学校設定科目として通年 2単位実施

◇美術探究
→美術科学校設定科目として通年 2単位実施

取り扱う
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研究テーマ 2

ＫＳＣ
熊本サイエンス
コンソーシアム
県内8校加盟
2021.09発足
事務局 第二高校

全
学
年
生
徒

及
び
教
職
員

◇崇城大学 ･熊本保健科学大学とＫＳＣによる高大接続プログラムの開発
→ＫＳＣを起点とした大学との高大接続研究

◇産学官連携によるＳＳＨ事業自走化プログラムの開発
→現有資源を活かした産官学連携による事業の推進と課題研究から
　はじまるビジネスモデルの構築

県
内
高
校
生

及
び
教
職
員

◇自然 ･健康 ･文化 ･サイエンス熊本構想（サイエンスアカ
デミア）の実現に向けた取組
→一般財団法人化学及血清療法研究所が推進しているサイエンスアカデミア
と連携し，ＳＳＨ事業が地域創成へ貢献していく機会を創出する。
また，研究テーマ１とも密接に関わり，学びのＳＴＥＡＭ化を促す。

事務局
の取組
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◯令和７年12月 21日（日）将来の夢を切り拓く “高大連携 ”世界に羽ばたく高校生の成果発表会　奨励賞


